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(57)【要約】
【課題】板状部材をサイドキャビネットに収納できるよ
うにしたサイドキャビネットを提供する。
【解決手段】本体部２と板状部材３を有し、前記板状部
材３は、前記本体部２の上部に取外し可能に取付できる
とともに、前記本体部２の背部に収納でき、前記板状部
材３を前記本体部２の背部に収納した際に、デスクの天
板の下部に設けた空間内に収納できるようにした。
【選択図】　図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部と板状部材を有し、
　前記板状部材は、前記本体部の上部に取外し可能に取付できるとともに、前記本体部の
背部に収納でき、
　前記板状部材を前記本体部の背部に収納した際に、デスクの天板の下部に設けた空間内
に収納できることを特徴とするサイドキャビネット。
【請求項２】
　前記本体部の背面に凸部を固設し、前記板状部材の裏面に凹部を形成し、この凸部と凹
部を係合させることにより、前記板状部材を前記本体部の背部に収納するようにしたこと
を特徴とする請求項１記載のサイドキャビネット。
【請求項３】
　前記本体部の背部の少なくとも下端部に、Ｌ字状の取付部材を固設し、該取付部材に前
記板状部材を係合させることにより、前記板状部材を前記本体部の背部に収納するように
したことを特徴とする請求項１記載のサイドキャビネット。
【請求項４】
　前記本体部の背部に収納部を形成し、該収納部に前記板状部材を収納できるようにした
ことを特徴とする請求項１記載のサイドキャビネット。
【請求項５】
　前記収納部に、前記板状部材を挿入するようにしたことを特徴とする請求項４記載のサ
イドキャビネット。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サイドキャビネット、より詳しくは、移動自在で、デスクの天板の下部に設
けた空間内に収納することができるサイドキャビネットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、学習机と同時に使用するサイドキャビネットとして、サイドキャビネットの上板
の上部に板状部材を取り付け、その上面の高さと、学習机の天板の高さを同じにすること
で作業スペースを広く確保できるようにし、また、広い作業スペースが不要な場合には、
前記板状部材を取外して、サイドキャビネットを、学習机の天板の下部に形成した空間内
に収納できるようにしたものが知られている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前記従来のサイドキャビネットにおいては、板状部材を取外した場合に、その取外した
不使用の板状部材を収納する場所を、サイドキャビネットに設けていないために、その板
状部材の収納場所を、サイドキャビネット以外の場所で確保する必要があった。
【０００４】
　そこで、本発明は、前記板状部材をサイドキャビネットに収納できるようにしたサイド
キャビネットを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記の課題を解決するために、請求項１記載の発明は、本体部と板状部材を有し、
　前記板状部材は、前記本体部の上部に取外し可能に取付できるとともに、前記本体部の
背部に収納でき、
　前記板状部材を前記本体部の背部に収納した際に、デスクの天板の下部に設けた空間内
に収納できることを特徴とするものである。
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【０００６】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明において、前記本体部の背面に凸部を固設
し、前記板状部材の裏面に凹部を形成し、この凸部と凹部を係合させることにより、前記
板状部材を前記本体部の背部に収納するようにしたことを特徴とするものである。
【０００７】
　請求項３記載の発明は、請求項１記載の発明において、前記本体部の背部の少なくとも
下端部に、Ｌ字状の取付部材を固設し、該取付部材に前記板状部材を係合させることによ
り、前記板状部材を前記本体部の背部に収納するようにしたことを特徴とするものである
。
【０００８】
　請求項４記載の発明は、請求項１記載の発明において、前記本体部の背部に収納部を形
成し、該収納部に前記板状部材を収納できるようにしたことを特徴とするものである。
【０００９】
　請求項５記載の発明は、請求項４記載の発明において、前記収納部に、前記板状部材を
挿入するようにしたことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、本体部の上部に取り付けることが出来る板状部材を、不要な場合には
、本体部の背部に収納できるようにしたことにより、前記従来技術のように、板状部材の
収納場所として、サイドキャビネット以外の場所を確保する必要がない。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例１に係るサイドキャビネットで、板状部材を上部に取り付けた状
態の斜視図。
【図２】本発明の実施例１に用いる本体部の背部から見た斜視図。
【図３】本発明の実施例１に係るサイドキャビネットで、板状部材を背部に収納した状態
の斜視図。
【図４】本発明の実施例１に用いる板状部材の背面側から見た斜視図。
【図５】図１の正面図。
【図６】図３の上面図。
【図７】図５のＡ－Ａ線断面図。
【図８】図２の正面図。
【図９】図８のＢ－Ｂ線断面図。
【図１０】図９の要部拡大図。
【図１１】図１に示すサイドキャビネットをデスクの側部に配置した状態の斜視図。
【図１２】図３に示すサイドキャビネットをデスクの空間に収納した状態の斜視図。
【図１３】本発明の実施例２に係るサイドキャビネットに用いる本体部の一例の背面側か
ら見た斜視図で、キャスタは省略してある。
【図１４】図１３の本体部の背面に、板状部材を収納した状態の斜視図。
【図１５】図１３の背面図。
【図１６】図１４の右側面図。
【図１７】本発明の実施例２に用いる板状部材の裏面図。
【図１８】本発明の実施例２に係るサイドキャビネットに用いる本体部の他例の背面側か
ら見た斜視図で、キャスタは省略してある。
【図１９】本発明の実施例３に係るサイドキャビネットに用いる本体部の背面側から見た
斜視図で、キャスタは省略してある。
【図２０】図１９の背面に、板状部材を収納した状態の斜視図。
【図２１】図１９の右側面図。
【図２２】本発明の実施例４に係るサイドキャビネットに用いる本体部の他例の背面側か
ら見た斜視図で、キャスタは省略してある。
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【図２３】図２２の背面に、板状部材を収納した状態の斜視図。
【図２４】本発明の実施例５に係るサイドキャビネットに用いる本体部の他例の背面側か
ら見た斜視図で、キャスタは省略してある。
【図２５】図２４の背面に、板状部材を収納した状態の斜視図。
【図２６】図２４の右側面図。
【図２７】本発明の実施例６に係るサイドキャビネットに用いる本体部の他例の背面側か
ら見た斜視図で、キャスタは省略してある。
【図２８】図２７の背面に、板状部材を収納した状態の斜視図。
【図２９】図２７の右側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明を実施するための形態を図に基づいて説明する。
　［実施例１］
　本発明の実施例１に係るサイドキャビネット１は、図１に示すように、本体部２と板状
部材３を有する。
【００１３】
　前記本体部２は、図２，３に示すように、一対の側板４，４を有し、該側板４，４間の
上端に上板５が、側板４，４間の下端に下板６が、その背部側の端に背板７が固設されて
いる。側板４，４間には、抽斗８が上下方向に任意の数、本実施例においては３個、出し
入れ可能に設けられている。前記下板６の下部の４隅には、キャスタ９が回動可能に設け
られている。最も下部に設けた抽斗８の前端部の下部には、キャスタ１０が回動可能に設
けられている。
【００１４】
　前記上板５には、図２，６，７に示すように、上下方向に貫通する取付穴５ａが４箇所
形成されている。
【００１５】
　前記背板７の背側面には凸部１１が固設されている。この凸部１１は、図２，５に示す
ように、横方向に長い長尺状に形成されている。該凸部１１の上面は、図１０に示すよう
に、背側（後側）に向かうほど上方に向かうテーパ状の係合面１１ａに形成されている。
凸部１１の背側面は、背板７と略平行に形成され、凸部１１の下面は、上板５と略平行に
形成されている。
【００１６】
　前記板状部材３は、図４に示すように、略長方形状に形成されている。該板状部材３は
、その裏面に有底状の取付穴１３が形成され、該取付穴１３内にはナットが固設されてい
る。該取付穴１３は、前記上板５の取付穴５ａに対応した位置に設けられている。
【００１７】
　前記板状部材３の裏面には、図４，１０に示すように、凹部１５が形成されている。該
凹部１５は、横方向に長い楕円形状に形成されていると共に、図１０に示すように、奥部
程拡径する蟻溝状に形成されている。該凹部１５は、前記凸部１１を挿入できると共に、
該凸部１１の係合面１１ａと係合する係合面１５ａが形成されている。凹部１５の底面は
、裏面と略平行に形成されている。
【００１８】
　前記板状部材３は、図１，５～７に示すように、上板５の上部に載置し、上板５の下（
裏面）側からボルト１７を前記取付穴５ａに挿通し、板状部材３の取付穴１３内のナット
に螺合することにより、上板５の上部に取外し可能に取り付けることが出来るようになっ
ている。
【００１９】
　また、図３，８～１０に示すように、背板７の凸部１１に、板状部材３の凹部１５を引
っ掛けて係合させることにより、背板７の背部に板状部材３を取り付け、板状部材３を本
体部２の背部に収納することが出来るようになっている。
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【００２０】
　前記サイドキャビネット１と共に使用するデスク２１は、図１１，１２に示すように、
天板２２を有し、該天板２２の両側下部に一対の脚２３，２３が設けられている。前記天
板２２の下部で、両脚２３，２３間には、空間（収納空間）２５が形成されている。
【００２１】
　図１に示すように、板状部材３を、本体部２の上板５の上部に取り付けたサイドキャビ
ネット１は、図１１に示すように、デスク２１の側部に配置した際に、サイドキャビネッ
ト１の板状部材３の上面とデスク２１の天板２２の上面は、略面一になるように設定され
ている。
【００２２】
　また、図３に示すように、前記板状部材３を背部に収納したサイドキャビネット１は、
図１２に示すように、デスク２１の空間２５内に、収納することが出来るようになってい
る。
【００２３】
　前記板状部材３を上板５の上部に取り付けた際には、図１１に示すように、板状部材３
の上面とデスク２１の天板の上面が、略同じ高さになるので、デスク２１の作業スペース
を広く確保することが出来る。
【００２４】
　一方、サイドキャビネット１を、デスク２１の空間２５内に収納する際には、不要とな
る板状部材３を、本体部２の背部に、前記のように容易に取り付けることが出来るととも
に、板状部材３を作業に影響しないサイドキャビネット１の背部に収納することができる
。
【００２５】
　また、前記凸部１１の係合面１１ａを背側に向かうほど上方に向かうテーパ状に形成し
、凹部１５を奥部程拡径する蟻溝状に形成したことにより、板状部材３を、サイドキャビ
ネット１の背部に取り付けた際に、サイドキャビネット１の移動や振動等により、板状部
材３が落下することを防止することが出来る。
【００２６】
［実施例２］
　前記実施例１においては、背板７の背側面には横方向に長尺の凸部１１を形成し、該凸
部１１に対応した凹部１５を板状部材３の裏面に形成したが、板状部材３を、背板７の背
側面に引っ掛けて取り付けることが出来れば、前記凸部１１と凹部１５の形状や数は任意
に設定することが出来る。
【００２７】
　例えば、図１３乃至図１７に示すように、背板７の背側面の上部の両側部に丸状の凸部
３１，３１を２個設け、該凸部３１，３１と嵌合して係合できる丸状の凹部３２，３２を
板状部材３の裏面に形成するようにしても良い。
【００２８】
　凸部３１は、背側ほど拡径し、凹部３２は、奥部側ほど拡径する蟻溝状に形成すること
で、板状部材３を、サイドキャビネット１の背部に取り付けた際に、サイドキャビネット
１の移動や振動等により落下することを防止することが出来る。
【００２９】
　また、図１３乃至図１７の実施例に示す凸部３１を、図１８に示すように、背板７の左
右方向の中央部において、その上下方向に２個適宜間隔を有して設けるようにしてもよい
。凹部３２は、該凸部３１の位置に対応して板状部材３の裏面に形成する。
【００３０】
　本実施例２においても、前記実施例１と同様の方法により、本体部２の上部に板状部材
３を取り付けることが出来るようになっている。
【００３１】
　その他の構造は、前記実施例１と同様であるため、同一部分には同じ符号を付して、そ
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の説明を省略する。
　本実施例２においても、前記実施例１と同様の作用、効果を発揮することが出来る。
【００３２】
［実施例３］
　図１９乃至図２１は、実施例３を示す。
【００３３】
　本実施例３は、前記実施例１，２とは、本体部２の背部に対する板状部材３の取り付け
方法が異なる実施例である。
【００３４】
　本実施例３は、本体部２の背面部の下端部に、上下方向の断面がＬ字状の取付部材４２
を固設したものである。該取付部材４２は、下板６と略平行で、かつ、背板７より後方へ
突出して設置された取付部４２ａと、取付部４２ａの背側端部から上方に突出する係止部
４２ｂが一体に形成されている。該取付部４２ａは、下板６の下面にネジ等の任意の固定
手段により固設されている。上記構造により、背板７と係止部４２ｂの間には、上方と左
右方向が開口する収納部４３が形成されている。
【００３５】
　図２０，２１に示すように、板状部材３の長尺方向が上下方向となるようにして、板状
部材３の一部を取付部材４２の収納部４３内に挿入し係合させることにより、容易に板状
部材３を本体部２の背部に収納することが出来るようになっている。
【００３６】
　なお、取付部材４２と下板６若しくは背板７を一体に形成しても良い。また、取付部材
４２は、板状部材３を挿入した際に、板状部材３が抜け落ちなければ任意の形状とするこ
とが出来る。
【００３７】
　その他の構造は、前記実施例１と同様であるため、同一部分には同じ符号を付して、そ
の説明を省略する。
　本実施例３においても、前記実施例１と同様の作用、効果を発揮することが出来る。
【００３８】
［実施例４］
　前記実施例３では、本体部２の背面端の下端部にＬ字状の取付部材４２を１個取り付け
たが、それに加えて、図２２，２３に示すように、本体部２の背面端の上端部に、上下方
向の断面がＬ字状の取付部材４５を設けるようにしてもよい。
【００３９】
　該取付部材４５は、上板５と略平行で、かつ、背板７より後方へ突出して設置された取
付部４５ａと、取付部４５ａの背側端部から下方に突出する係止部４５ｂが一体に形成さ
れている。該取付部４５ａは、上板５若しくは背板７にネジ等の任意の固定手段により固
設されている。上記構造により、背板７と係止部４５ｂの間には、下方と左右方向が開口
する収納部４７が形成されている。
【００４０】
　図２３に示すように、板状部材３の長尺方向が上下方向となるようにして、板状部材３
の上部と下部を取付部材４２，４５の収納部４３，４７内に横方向から挿入し係合させる
ことにより、容易に板状部材３を本体部２の背部に収納することが出来るようになってい
る。
【００４１】
　なお、取付部材４２，４５と下板６若しくは背板７を一体に形成しても良い。また、取
付部材４２，４５は、板状部材３を挿入した際に、板状部材３が抜け落ちなければ任意の
形状とすることが出来る。
【００４２】
　その他の構造は、前記実施例１と同様であるため、同一部分には同じ符号を付して、そ
の説明を省略する。
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　本実施例４においても、前記実施例３と同様の作用、効果を発揮することができる。
【００４３】
［実施例５］
　本実施例５は、前記実施例１～４とは、本体部２の背部に対する板状部材３の収納（取
り付け）方法が異なる実施例である。
【００４４】
　本実施例５では、図２４～２６に示すように、本体部２の両側板４，４の上下端部及び
上板５と下板６を背板７よりも背側に延長し、背板７の背部に抜け止板５０を、側板４，
４間及び上板５と下板６との間の全面に設け、該抜け止板５０と背板７との間に、左右方
向の両側部が開口する開口部５１ａを設けて収納部５１を形成したものである。収納部５
１の上下方向の長さは、板状部材３の長手方向の長さよりも長く設定されている。
【００４５】
　板状部材３を所定の方向にした後に、開口部５１ａより収納部５１内に板状部材３を挿
入することにより、板状部材３を収納部５１内、すなわち、本体部２の背部に収納するこ
とが出来るようになっている。
【００４６】
　その他の構造は、前記実施例１と同様であるため、同一部分には同じ符号を付して、そ
の説明を省略する。
　本実施例５においても、前記実施例１と同様の作用、効果を発揮することができる。
【００４７】
［実施例６］
　前記実施例５においては、抜け止板５０を側板４，４間及び上板５と下板６との間の全
面に設けたが、抜け止板が上板５と下板６との間にわたって形成されていれば、この抜け
止板の左右方向の長さは任意に設定することが出来、例えば、図２７～２９に示すように
、収納部５１の背側の一部が開口するように、収納部５１を形成してもよい。
【００４８】
　その他の構造は、前記実施例５と同様であるため、同一部分には同じ符号を付して、そ
の説明を省略する。
【００４９】
　本実施例６においても、前記実施例５と同様の作用、効果を発揮することができる。
【符号の説明】
【００５０】
　１　サイドキャビネット
　２　本体部
　３　板状部材
　１１，３１　凸部
　１５，３２　凹部
　２１　デスク
　２２　天板
　２５　空間
　４２，４５　取付部材
　４３，４７，５１　収納部
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